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	JISS nx及びJISS share利用規約
	第1条 （利用規約の適用）
	第2条 （定義）
	(1) 「利用契約」とは、本サービスを利用するための本規約に基づく契約をいいます。
	(2) 「管理者」とは、JSCにより本サービスへのログイン、利用及び利用者の管理を許可されている者をいいます。
	(3) 「利用者」とは、管理者により本サービスへのログイン及び利用が許可されている者をいいます。
	(4) 「ユーザ」とは、管理者、利用者の双方を指します。
	(5) 「アカウント」とは、本サービスにログインするための権利を意味します。
	(6) 「ログインID」とは、ユーザを識別するために用いられる符号を意味します。
	(7) 「パスワード」とは、真正なユーザであることを認証するためにユーザが設定した文字列を意味します。
	(8) 「知的財産権」とは、著作権、特許権、実用新案権、意匠権、商標権その他の知的財産権（それらの権利を取得し、又はそれらの権利につき登録等を出願する権利を含みます。）を意味します。
	(9) 「投稿データ」とは、ユーザが本サービスを利用して投稿その他送信するコンテンツ（文章、画像、動画その他のデータを含みますがこれらに限りません。）を意味します。

	第3条 （利用契約の成立及び解除等）
	1． 本サービスを利用する場合、管理者は、本規約に同意のうえ、申請書に必要事項を記入し、JSCに対し本サービスの利用登録を申請するものとします。
	2． JSCは、JSCの基準に従って、前項に基づいて登録申請を行った管理者の登録の可否を判断し、JSCが登録を認める場合にはその旨を管理者に通知します。本項の通知を受けた管理者は、本サービスを利用することが認められる期間その他の条件下において、本規約に同意した者に限って、本サービスへのログイン及び利用を許可することができます。
	3． ユーザは次の各事由に抵触してはいけません。ユーザが次の各事由のいずれかに該当する場合、管理者は、その行為及び結果（本規約第4条第4項に定める場合を含む。）についての責任を負うものとし、JSCは、ユーザに対して、本サービスの提供を一時的に即時に停止することができるものとし、また、相当な期間を定めてその是正を管理者に催告し、当該期間内に是正されない場合には、利用契約の解除をすることができます。
	(1) ユーザが、刑法、著作権法、その他の法令に違反する行為又は公序良俗に反する行為を行うこと
	(2) 他のユーザの個人情報又はプライバシーに係る事項を、第三者に開示若しくは漏えい、又は第三者が閲覧可能な状態に置くこと
	(3) 本サービスに関する地位又は権利義務を第三者に譲渡又は承継させること
	(4) 本サービスを通じ、コンピューター・ウィルスその他の有害なコンピューター・プログラムを含む情報をJSC又は他のユーザに送信すること
	(5) 本サービスのネットワーク又はシステム等に過度に負担をかける行為をすること
	(6) 本サービスの運営を妨害するおそれのある行為をすること
	(7) JSCのネットワーク又はシステム等に不正にアクセスすること又は不正なアクセスを試みる行為をすること
	(8) 第三者に成りすまして本サービスを利用すること、又は他のユーザのログインID、及びパスワードを用いて本サービスにログインすること
	(9) 第三者にログインID、及びパスワードを、使用させ、又は貸与若しくは譲渡をすること
	(10) 前各号に準ずる一切の行為をすること

	4． ユーザは、JSCに対して、本サービスにログインした時点から将来にわたり、自らが、反社会的勢力（暴力団、暴力団関係企業、総会屋若しくはこれらに準ずる者又はその構成員を含む。）ではないこと及び反社会的勢力に自己の名義を利用させ、この契約を締結するものではないことを表明するとともに、利用契約の有効期間内に、自ら又は第三者をして、JSCに対する脅迫的な言動若しくは暴力を用いる行為、又は偽計・威力を用いてJSCの業務を妨害し若しくは信用を毀損する行為を行いません。JSCは、ユーザが本項に定める表明・確...
	5． 本サービスに関する知的財産権はJSC及び正当な権利者に帰属し、利用契約の成立は、本サービスの利用に必要な範囲を超える知的財産権の利用許諾を意味するものではありません。
	6． JSCは、本サービスに関する業務の一部又は全部を第三者に委託することができるものとします。

	第4条 （アカウント等）
	1． ユーザは登録した事項に変更が生じた場合には、速やかに、当該事項を更新するものとします。
	2． 利用者は、自らのログインID、パスワードを第三者に知られないように厳重に管理し、第三者に利用させず、第三者に知られた場合（ログインID、パスワードを紛失した場合を含む。）又はそのおそれがあることを知った場合は、直ちに管理者にその旨の申し出をするものとします。管理者は、ユーザのログインID、パスワードを第三者に知られないように厳重に管理し、第三者に利用させず、第三者に知られた場合（ログインID、パスワードを紛失した場合を含む。）又はそのおそれがあることを知った場合（利用者から申し出のあった場合...
	3． 管理者は、本契約のいずれかの規定に違反したときは、その行為及び結果（第三者にログインID又はパスワードを利用されたことによる結果を含む。）についての責任を負うものとします。JSCは、管理者以外の第三者が、ユーザに付与されたログインID又はパスワードを使用して本サービスを利用したことによって生じる損害について、責任を負いません。
	4． 利用契約が解除された場合には、当該ユーザのアカウントは直ちに削除されるものとします。

	第5条 （監督義務）
	(1) 犯罪行為に関連する行為
	(2) JSC、本サービスの他のユーザ又はその他の第三者に対する詐欺又は脅迫行為
	(3) JSC、本サービスの他のユーザ又はその他の第三者の知的財産権、肖像権、プライバシーの権利、名誉、その他の権利又は利益を侵害する行為
	(4) 本サービスを、第1条に定める目的を超えて利用する行為
	(5) その他、JSCが不適切と判断する行為

	第6条 （本サービスの停止等）
	1． JSCは、次の各事由のいずれかに該当する場合には、管理者に事前に通知することなく、直ちに本サービスの全部又は一部の提供を停止又は中断することができるものとします。
	(1) 本サービスに係るコンピューター・システムの点検又は保守作業を緊急に行う場合
	(2) コンピューター又は通信回線等が事故（ハッキング行為、その他他者からの攻撃乃至不正行為等を含む。）により停止した場合
	(3) 地震、津波、落雷、竜巻、火災、風水害、停電及び天災地変等の不可抗力により本サービスの運営ができなくなった場合
	(4) 前各号のほか、JSCが運営上又は技術上やむを得ないと判断した場合

	2． 前項に基づきJSCが行った措置によりユーザが本サービスを利用できなかったことに関し、JSCは責任を負いません。

	第7条 （サポート及び通知等）
	1． JSCは、本サービスに関する仕様、操作方法及び性能に関する管理者の質問に対し、Eメールを通じて回答するものとします。
	2． JSCは、本サービスの利用に際して、本サービス以外のソフトウェアに関する技術サポートは行いません。
	3． JSCは、Eメールの送信、本サービスへの掲載、書面による郵送その他JSCが適当であると判断する方法により、管理者に必要な事項の通知等を行うものとします。
	4． JSCが本サービスへの掲載により管理者に通知等を行う場合は、当該通知等を掲載してから24時間が経過したときに、その他の手段による通知等の場合は、JSCが管理者に当該通知等を発信したときに、効力が生じるものとします。
	5． 管理者は、利用者に対して、本サービスの利用に必要な事項の通知等を行います。

	第8条 （データ及びバックアップ）
	(1) 管理者は、投稿データを、自己の責任でバックアップを取り、保存するものとします。特にJISS nxは、投稿データそのものを保持する仕様となっておりません。
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